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照査手法 
 

検討ケースの名称をそれぞれ「Case-1」「Case-2」「Case-3」「Case-4」とする 

 

マニュアルの場合 

 

正の曲げモーメント 負の曲げモーメント 

 

Case-1では支間部２の断面で照査 

Case-2では支点部２（右）の断面で照査 

Case-3では支間部１の断面で照査 

Case-4では支点部１（右）の断面で照査 

 

Case-1では支間部３の断面で照査 

Case-2では支点部３（左）の断面で照査 

Case-3では支間部１の断面で照査 

Case-4では支点部５（左）の断面で照査 

せん断力 

 

Case-1では支点部２（右）の断面で照査 

Case-2では支点部２（右）の断面で照査 

Case-3では支点部１（右）の断面で照査 

Case-4では支点部１（右）の断面で照査 

各検討ケースで算定される正の曲げモーメント、負の曲げモーメント、せん断力の設計部材力で

それぞれ最大となる検討断面（上図 赤い線）箇所をあらかじめ設定し、照査を行います。 

 

マニュアルではどの断面諸元でも同一諸元である事から、このような仕様でも問題ないと類推さ

れます。 
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本システムの場合 

正の曲げモーメント 負の曲げモーメント 

 
支点部１（左）ではCase-1の断面力で照査 

支点部１（右）ではCase-3の断面力で照査 

支間部１   ではCase-4の断面力で照査 

… 

 
支点部１（左）ではCase-1の断面力で照査 

支点部１（右）ではCase-3の断面力で照査 

支間部１   ではCase-3の断面力で照査 

… 

正のせん断力 負のせん断力 

 
支点部１（左）ではCase-3の断面力で照査 

支点部１（右）ではCase-3の断面力で照査 

支間部１   ではCase-1の断面力で照査 

… 

 
支点部１（左）ではCase-2の断面力で照査 

支点部１（右）ではCase-3の断面力で照査 

支間部１   ではCase-4の断面力で照査 

… 

検討する断面（上図 赤い線）で、Case-1～Case-4で最大となる正の曲げモーメント、負の曲げ

モーメント、せん断力の設計部材力を設定して、照査を行います。 

 

本システムでは、検討断面毎に配筋諸元が設定できるので、このような仕様となっております。 

 



 

 

- 3 - 

法線平行方向にPC桁を配置した横桟橋（耐震強化施設以外）の計算例 
 

１．法線平行方向に対する検討 

 

１－１．杭頭高さ 

P17 

 

本システムでは、杭頭部高さを「受梁下端＋鋼管杭外径」には対応しておりません。 

この値を杭頭高さとして本システムで反映させるには、杭頭位置を「上部工下端」に設定して、

上部工下端位置を「3.150」と入力します。 
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１－２．影響線 

P17、P52 

 

マニュアルでは、構造解析モデルをそのまま影響線の算定に使用しております。 
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本システムでは、各支間を１０分割し、その分割点で影響線の分配係数を設定しております。 

 

本システムの帳票 

 
これにより、マニュアルでの移動荷重の載荷状態が異なる場合があります。 
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マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システム 
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１－３．積載荷重による断面力 

P64 

 
P72 

 

以下に、本システムとの仕様を比較したものを記載します。 

 常時での積載荷重 地震時での積載荷重 地震力の算定に用いる 

積載荷重 

PC桟橋技術マニュアル 影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

上部工全面に載荷 上部工全面に載荷 

本システム 影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

上部工全面に載荷 
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１－４．主桁の性能照査 

 

断面諸数値 

P80 

 

事例では桁間コンクリートの中立軸は主桁の桁高の１／２として設定して場所打ち換算断面を算

定しております。 

本システムでは、桁間コンクリートの中立軸で場所打ち換算断面を算定しております。 

 

本システムの帳票 

 

 

本システムで、このような仕様としているのは、PC桟橋技術マニュアルにて２－３１ 表―４．

１．３より、場所打ち換算断面は「PC鋼材換算断面に、間詰めコンクリートの中立軸より圧縮縁

までの断面を主桁コンクリートに換算して加えた断面」との記述に従っているためです。 
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断面諸元 

照査に用いる断面について、支点部（中空部）、標準部（中空部あり）の２種類になります。支

間部は標準部のみで、連結部・有効高さの考え方については以下の表に記載してあります。 

 

 

 連結部A 連結部B 連結部C 支間部 

断面諸元 
標準部 

または支点部 

標準部 

または支点部 

標準部 

または支点部 
標準部 

断面諸元に 

おける割増部 
有無を選択 有無を選択 ───── ───── 

断面諸元に 

おける中空部 
有無を選択 有無を選択 有無を選択 ───── 

有効高さに 

おける割増部 
考慮する 考慮する ───── ───── 

 

標準部 支点部 

  

※支点部の中空部に変更がない場合には支点部＝標準部となります。 

 

 

照査手法 

 

本システムではPC鋼材（PC断面）と鉄筋（RC断面）で、それぞれ照査を行えます。 

終局限界の検討では、ある検討断面でPC断面とRC断面でそれぞれ照査を行い、どちらか一方の断

面で照査がOKならば、その検討断面での照査はOKとなります。 

 

マニュアルでは地震時の検討のみ、PC鋼材と鉄筋の混在型による断面で照査を行い、それ以外の

検討ではPC断面として照査を行っております。 
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１－５．せん断に対する検討 

 

断面諸元 

P85 

 

断面一次モーメントが本システムと異なっております。 
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本システムの帳票 

 
 

断面一次モーメントの算出方法については操作説明書をご参照下さい。 
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P102 

以下に、本システムとの仕様を比較したものを記載します。 

 中空部 桁割増厚の考慮 有効高さの算出方法 

PC桟橋技術マニュアル 箇所に応じて 

中空部をみない 

考慮する 有効鋼材の断面積と設

置箇所から図心を算定 

本システム 有無を選択 有無を選択 有効鋼材の断面積と設

置箇所から図心を算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中空部を考慮

していない 

中空部を考慮

している 

割増厚を考慮

している 
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本システムでは、割増厚を考慮するかどうかは選択方式としております。理由は、PC桟橋技術マ

ニュアルの事例で、検討条件によって割増厚を考慮していない断面と割増厚を考慮した断面でそ

れぞれ照査を行っているためです。 

クレーン作用時 地震時 
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軸力（プレストレス力） 

本システムでは地震力等の水平力によって作用する主桁の軸力は考慮しておりません。 

検討箇所が主桁端部の場合にはプレストレス力は0.0kNとして算出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 16 - 

２．法線直角方向に対する検討 

 

２－１．上部工自重および受梁自重による断面力 

P152 

連結桁施工完了以降に作用する自重（車止・地覆・舗装）は等分布荷重に換算して作用しており

ますが、本システムでは地覆・車止は集中荷重として作用させております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P148 

 

地覆・車止・舗装を等

分布荷重に換算 

 

本システムでは 

0.70×39＝27.3(m)で計算 
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地覆・車止を 

集中荷重で設定 

舗装を 

等分布荷重で設定 
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２－２．影響線 

P144、P65 

 

マニュアルでは、構造解析モデルをそのまま影響線の算定に使用しております。 
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本システムでは、各支間を１０分割し、その分割点で影響線の分配係数を設定しております。 

 

本システムの帳票 

 

 

これにより、マニュアルでの移動荷重の載荷状態が異なる場合があります。 
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マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システム 
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２－３．積載荷重による断面力 

P157 

 

P158 

 

以下に、本システムとの仕様を比較したものを記載します。 

 常時での積載荷重 接岸時・牽引時 

地震時での積載荷重 

地震力の算定に用いる 

積載荷重 

PC桟橋技術マニュアル 影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

上部工全面に載荷 上部工全面に載荷 

本システム 影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

影響線を用いて 

正また負の部分に載荷 

上部工全面に載荷 
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２－４．せん断に対する検討 

P182 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システムでは、＋側・－側で最大となるせん断力を①設計用として上側・下側の照査を行う手

法と、②絶対値で比較して最大となる値を設計用値として上側・下側の照査を行う手法の２種類

が選択できる仕様となっております。 

 

＋側・－側で 

最大となるせん断力の

設計用値を設定(P181) 

下側 上側 

上側の有効高さを使用 

2550-65-65÷2 ＝2452.5 

       ≒2453 
2550-100-100÷2 ＝2400 
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